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【目的】薬物選択ディシジョンツリーは、医薬品の構造式、薬物動態、薬理学、

薬物治療の臨床エビデンス、経済性を批判的かつ複合的に吟味し、その考えを見

え易い形で表現した薬剤選択の思考ツールであり、アカデミック・ディテーリン

グ（以下、AD）活動の一環として活用される成果物の 1 つである。高齢化と共に

多疾患併存の傾向にある医療現場において、薬剤師には、診療科横断的に医師へ

処方提案を行うことが求められている。そのための思考力は、薬学生の内から育

成するべきであり、AD 活動におけるディシジョンツリーの理解が、薬剤師のみな

らず、薬学生においても非常に有用であると考えられる。そこで、我々は、今年

度の病院薬学実習より、国際医療福祉大学病院薬剤部において、ディシジョンツ

リーを薬学部実習生に活用させ、処方提案を促す取り組みを実施した。 

【方法】ディシジョンツリーの対象となる薬物治療薬は、診療科に関わらず処方

頻度が高いこと、薬剤の種類が比較的多いことを条件に検討し、便秘薬、睡眠薬、

鎮痛薬の 3 種類とした。そして、実習生を薬剤毎に 3 班に分け、ディシジョンツ

リーについて、講義を行い、実習生間で内容を発表・共有させると共に、知識の

アウトプットを練習させた。ディシジョンツリー活用の効果判定の 1 つとして、

実習開始直後より、その日の薬物治療への介入内容を記載した処方提案報告シー

ト (以下、報告シート)を収集し、その内容を分析した。本発表では、2023 年度 5

月 22日～8月 6日の薬学実習生 11名に対しての実習効果について、今後の課題、

展望等を報告する。 

【結果】報告シートは、1 人当たり 5~6 件収集され、合計 61 件となった。処方提

案の分野は、感染症関連 26件、便秘薬 8件、睡眠薬 7件、鎮痛薬 5件、その他 20

件であった。 

【考察】当院では、実習生は診療科をローテーションするため、診療科により処

方提案の難易度は異なるものの、講義前後では、便秘薬、睡眠薬、鎮痛薬の提案

件数は増加した。また、ディシジョンツリー講義を通して、添付文書やガイドラ

イン、論文を始めとする資料の分析能力が向上し、講義を行った分野に限らず、

処方提案の質に変化をもたらしたと考えられる。 

【結論】病院薬学実習にディシジョンツリーの講義を取り入れることは、実習生

の処方提案を促す効果が期待でき、提案の件数のみならず、質的変革を起こす可

能性を持っている。 


